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求が盛んに指摘され,消 費という行為は自己の存在との関わ りを抜 きにして論
ずることは難 しくなったと言える。また,現代人の精神構造の間題 としてアイ
デンティティの喪失が指摘され,ま た自分探 しという行為が求められるなかで,
個人が消費によってアイデンティティを形成 し,生きがいを見いだす とい うこ
とは,現代を生 きる我々にとって消費が特別な行為 となることを意味 してお り,
その解明は現代の消費行動を論ずる上でも極めて重要な意義を持つと言えよう。
本稿では,消費によるアイデンティティ形成に関する既存研究のレビューを
通 じて,消費によるアイデンティティ形成がいかにして実現するか と言 うこと
を,自己イメージの構築 と自己 ・他者との相互作用 という2つの視点か ら検討
することを試みる。
また,現代において,消費者の価値観はますます多様化 し,また社会におけ




式が いか に変容す るか とい うことを検討 し,そ こでの消 費 とア イデ ンテ ィテ ィ
形成に関わ るい くつかの研 究課題 を提示す る。
亘 消 費 とア イデンテ ィテ ィ
1消 費とアイデンティテ ィ
まず アイデ ンテ ィテ ィ(自 我 同一性)と 言 う語 につ いて ここで簡潔 に触れて
お こう。 アイデ ンテ ィテ ィとは 自分 を自分た らしめてい る他者 の中で,自 己が
独 自の存在で あることを認め ると同時 に.自 己 の生育 史か ら一貫 した 自分 らし
さの感覚 を維持で きてい る状態"で あ るとされ る。そ して,消 費に よって アイ
デ ンテ ィティを形成 する とは,自 分を 自分た らしめている他者 の中で 自らを独
自で一貫 した 白らの存在価値 を見いだ し,自 分 ら しさの感覚 を維持で きる自己
を形 成す る とい うことであ ると言 えよ う。
これまで の消費者の行動 に関わる研究 の中で アイデ ンテ ィテ ィの形 成 とい う
語 を用いてその解 明を試みた ものは数 少ない ものの,こ れ まで消費 とい う行為
が この ような 自分 自身の存在価値 を見いだ し,そ れを高 め維持す るとい う機能
を果たす とい うことが幾度 とな く指摘 されて きた。 こうした消 費 と自己 の存在
に関わ る議論 につい ては.Levy[195glが消費者 は製品の象徴 的意味 を,自 ら
の意味 の拡張,自 己定義の問題 として用 いる と先駆的 に指摘 した ことに始 まる
と考 えられ る。
さらにGrubbandGrathwohl[1967]は.消費者 は製品 の持つ象徴的意味 を
用 いた自己 の存在の確立 に関わ るモデル化 を試み,彼 らは,消 費者 はシ ンボル
として財の購 買 ・消費 し,次 の2つ の方法 によって 自己の存在を高揚 ・維持 さ
せ るとす る。まず1つ めは,自 らが購 入 した財が,社 会 に承認され,ま た 自ら
の自己概念2)を支持 し,ま たそれ と…致 す るよ うな形 で社 会 において区別され





や維持は,個 人的,内 的に引 き起 こされ る。つま り,個 人は,そ の シ ンボル と
してのモ ノを用 いることによって,自 分 自身 ともコ ミュニ ケー シ ョンを行い,
社 会的に付与 され た シンボルの意味を 自らに映す ことによってそれを成 し遂げ
る とい うのであ る。前者の意味においては自らが持 つ財が他者か らの直接 的に
自己に望 ま しい反応 を得 られた ときに,後 者 においては,自 己の内部 において,
自分 自身を確認 ・確信す る ことによって自己の存在価値 は高揚 ・維持 され ると
言 えよう。,
す なわ ち,Grubbらの議 論 に基づ くと,消 費者 は,シ ンボル として の財が
もつ意味 を自らに映 し、 自己 イメー ジを構築す るとい う作業 と,そ してそれを
自身で認識 し,ま た重要な他者 か らの望 ま しい反応を得 るとい う2つ の作業 に
よって自己の存在を支持 し,そ の価値 を独 自で より高い もの とす る,す なわ ち
本稿 で言 うアイデ ンテ ィテ ィの形成 を実現す ると言 うこ とがで きる。
次節か らは消費者 は消 費に よって,自 己の存在 を高揚 ・維持 し,ア イデ ン
テ ィテ ィを形 成す るとい うその具 体的な プロセスを,こ のGrubl)らの 自己 イ
メージの構築 と自己 ・他者 との相互作用 とい う視点 を基軸 にさ らにい くつ かの
視点 を設定す ることに よって とりま とめ,消 費者の アイデ ンテ ィテ ィ形成 とは
いか なる行為か という ことを具体 的に検討す る。
ll消費による自己イメージの構築 とアイデンティティ形成
1自 己 ・製品イメージとの適合による自己イメージの構築
まず,消 費者 は消費 によっていか に して自己 イメー ジを構築 するか と言 うこ
とについての検討か ら始 めよ う。消費者の消費 によ る自己イメージ構築 に関わ
る端緒的な研究 としては,1960年代以降 よ りなされて きた,消 費者 は自己の イ
メー ジと一致す るイ メージを持つ製品を選択 ・所有す るという,自 己 ・製品 イ
メー ジの適合 性 に関わ る研 究をあげ ることがで きる:"。 こう した研究 は,消 費
3)こ う した 研 究 に つ い て はSlrgy[1982].WaikerandOlsく)n「1997]や我 が 国 に お い て は 竹 濱
[1994][1997]などに よ って レ ビ ュー が な さ れ て い る。
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者 の製品の購買 ・選択行動 に自己イメー ジが もた らす影響 を論 じた ものであ る
が,そ の議論の背景には,消 費者 は自らに製品の持つ シンボルと しての イメー
ジを投影す るこ とによって 自己 イメー ジを構築 し,そ れを基礎 として 自ら4)ア
イデ ンテ ィテ イとしようとす るとい う消 費者 の意図が存在 す ることが見て取 れ
る。 しか し,そ こで は,製 品の もつイ メー ジに完全 に依存 した 自己 イメー ジの
構築が議論 されてお り,日 々の消費経験 の中で生 み出され る消費の意味 とい う
ものが考慮 されてお らず,さ らにそ う した 自己 イメー ジをいか に して 自己 ・他
者 に表示す るか とい うことについ て も,概 念的 には理解されてい る ものの,そ
の態様 を具体 的に論 じる研 究はなされ てい ない。
こうした製品の購買や選択が 自己 イメー ジの構築,お よび アイデ ンテ ィテ ィ
形成 に影響 を及ぼす とい う議論がなされ る一方で,1980年代 よ り盛んになされ
る製品 ・消費の もつ 象徴 的意味それ 自体を取 りあげる象徴的消費研究 に関わ る
文脈で は,消 費 とい う行 為 と自己定義,ま た消費における 自己概念 の高揚や拡
張 ・維持 と.様 々な表現に よって消費 と自己の問題 が と りあげ られ るよ うにな
る%
本稿 では,そ うした象徴的消費における消 費 とアイデ ンテ ィテ ィ,消 費 と自
己 に関わる研 究に焦点 を当 て,そ れを レビューす るこ とによって,消 費 によっ
て消費者はいかに してアイデ ンテ ィテ ィを形成す るか とい うことを明 らか にす
る、,本稿で取 り上げ る個 々の研究 は,そ れぞれ様 々に異なるモデルや理論的基
礎 によって説明 された もの も存在 してお り,消 費 とアイデ ンテ ィテ ィ形 成 とい
う視 点か ら1つ の議論 と して取 りま とめる上で は,そ うした各研 究の背後に存
在す る理論 的な基礎 を慎重 に取 り分けた うえで議論すべ きであ るとも考え られ
る。 しか し,本 稿で は これ らの研究を包括 的に見る ことで,消 費者の アイデ ン
テ ィテ ィの形成 は,消 費者 の製品の持つ イメー ジを投影す る とい う行為 のみ な





他者 とのコ ミュニケーシ ョンを通 じてなされるとい うことを考察 してみたい。
2所 有による自己イメージの構築
まず,消 費者の アイデンティテ ィ形成 とい う問題 を,消 費者 とモ ノの関係 の
視点か ら捉 えた とき,そ の もっとも本質的な所有(Possession)とい う行為 に
着 目 し,消 費者がモ ノを所有 す ると言 うことが 自己 イメー ジの構築 に影響 を及
ぼす とい う議論 がな されてい る。例 えば,Belk[1982],[1988]5)は,財を所有
す るとい うこ とは,そ のモ ノが 自己の一部 となる とい うことであ り,所 有 に
よって 人は,白 己を成長させ,ま た他者 よ りさらに広大 に,独 自で,完 全 な存
在 にな るこ とがで きるとす る。 またBelk[1990]では,所 有 は過 去 の感 覚 を
創造 ・維持 し,そ の過去 の感覚 は,自 己の感覚を創 り出すた めに必要不可欠 と
され,ま た同研 究における,人 は所有 によって,自 己の独 自性や過去か ら現在
に至 るまでの一貫性 の維持 を実現す るとい う指摘 をみ て も,所 有 とい う行為は,
その アイデ ンテ ィテ ィ形成 における自己 イメー ジの構築 ときわめて密接 に関連
す る もの と読み解 くことがで きる。 また,他 にRichinsandDawson[1992」,
Richins[1994]も,所有 は自らの幸福 を得 るための手段であ り,所 有は 自己や
他 者の成功 を指 し示 し,ま た 自己 を表現す る手段 ともなるとしてい る。また,
さ らにHillalldStamey[1990],Pavia[1993],McAlexander,Schoutenalld
Roberts「1993]などで は,逆 に所 有 を失 う こと(dispossessiol1)によ るアイ
デ ンテ ィテ ィヘ の危機やその変化につ いて論 じられてい る。
このよ うに1980年代 以降の 自己 イメージの構築 とアイデ ンテ ィテ ィに関わる
研究 においては,WalkerandOlson[1997]の言 うように,自 己 ・製品 イメー
ジの適合性 に関わ る研 究な どの初期 の 自己概念 に関する研 究以上 に,自 己の不
可欠 な要素 と して所有 とい う行為 によ り大 きな強調点がおかれ ている といえよ
う。 また,こ うした議論で は,所 有 とい う行為がその製品の持つ イメージが 自
らに映 され るとい う意味 を もつ とい うだ けでな く,そ れ以上 に所有 という行為
5)Belk[1988]に関しては,Cohen[1989〕.Belk[19891も併せて参照のこと,
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は 自己に とって様 々な意味を もつ とい うことが示唆 されてい ると言 えよ う。
また,こ うした所有 とい う概 念を手がか りに し,さ らにその背後 にある意味
を深 く捉 えよ うとす る研 究 もなされている。 まず,所 有 とい う概念 を糸口に消
費に よる 自己 イメージの構築を よ り深 くとらえる ものと して,所 有によ る自己
イメー ジとそのア イデ ンテ ィテ ィ形成 への影響 を,製 品やサ ーピスな どの消 費
対象の特性か ら言及 しようとす る研 究や その影響が消費者の特性に よって異な
ることを探 る研 究が なされ ている。Belk[1987]は,いか なる人や場所 そ し
てモ ノが 自己の感覚 の重 要な部分や 自己定義 とな りうるか とい うことを測定 し,
さらに性差 に よるその違い を明 らかに している。そこで は,男 性 においては好
きな電子 機器,ス ボー ッ用品の所有,過 去 の運動競技 における達成や旅行経験
などが,女 性 においては櫛や ブ ラシ,ド レス,家 具,宝 飾 品,財 布,小 物人れ,
香水,部 屋,シ ャンプー,休 暇 中に訪れた場所 な どの消 費が 自己の感覚 に強 く
影響 を及ぼす とい うことが明 らか にされてい る。Schouten[1991b]は重 要 な
自己概念の要素 として ボデ ィ ・イメージをあげてお り,肉 体 に関わ るモノや装
飾品は.と りわ け自己 イメー ジを構築す る上での特 別な シンボ ルとなる と言 え
よ う。
また,よ り抽 象 的 な製 品 特性 とい う側面 か ら見 た 場 合Sirgy,Joharand
WoodL1986]は,製品の象徴性,価 値表 現力 は自己 ・製品 のイ メー ジとの一
致の間題 を考 える上で重要であ ることを指摘す るなかで』製品の価値表 現力は,
その製品が持つ杜会的 な顕示性,差 異性やユ ニークさと正 の関係 にあ るとい う
ことを明 らか に している。 さらに,消 費者 の属性 とい う視点か ら所有や製品の
もつ意 味 の とらえ方 の差違 を とらえた研究 と して,Gentry,BakerandKraft
[1995]は,若年か ら老年 期 にお ける人 生の 各段 階 におい て,ア イデ ンテ ィ
テ ィを創造 し,維 持す ることを助 ける所有の意味が異 なる と言 うことを指摘 し
ている,、心理的 な側面か ら消費者 の属性 と製品の持つ 意味 を とらえた研究 とし
てはRichlns「1994]は,RichillsalldDawso11[1992]におけ る自 らの所有物
が 自らの幸福や 自己表現の手段 となるとい う主張 を背景 に,物 質主義傾 向,す
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なわち消費す ること自体 を好み,ま たそれによって自らの成功や幸福を感 じる
とい うことの その度合い を測 り,そ うした物質主義傾向が強い消費者は 自動車
や宝飾物や資産な ど,他 者の 目につ き,ま た価格の高 く機 能的な ものを 自らの
重 要な所有物 と して求め,… 方で それが低 い消費者は,思 い出や記念 に関わ る
ものなど,他 者 との関係 を表す ものや,機 能で はな く自らの快楽 を もとめた所
有物が重視 され るとい うことを明 らか に してい る。
こう した研究 の含意 は,自 己イ メー ジの構築,そ してアイデ ンテ ィテ ィ形成
につなが る所有 とい う行為 も,そ の効果は製品によ って異 なるとい うこと。 ま
たそれだけで な く,消 費者 の属性 によってその意味 の受 け取 り方 は異 なるとい
うことにある といえる。
他 に もよ り限定 的 に消費 の対 象 を取 り上げ た醗究 と して,Sande,,Ll990]
の コンパニオ ン ・アニマ ル(ペ ット)を 飼 うことは,自 らの 自己定義に影響 を
及ぼす とい う指摘 や,Belk[2003]では,靴 は自己を拡張 し,そ して我 々の生
活 の記 憶 ・意 味 を保 管 す る機 能 を持つ とい う研 究 が なされ て お り,他 に も
Goulding[20011は,ノス タルジ ックな消 費は自己の感覚 を もたら し.ア イデ
ンテ ィテ ィを維持 す る側面 がある ことを指摘 してい る。 これ らの研究で は,所
有す る消費の対象の意味 ・イ メー ジは,日 々の生活における消 費者 とその対象










た研究 と,2)複 数 の製品をその対 象 とした議論 とに分 けることがで きる。
1)単 一製品の消費行 為による自己 イメー ジの構築
まず,単 一製品の消費行為 によって実現す る自己 イメー ジの構築 を見 てみ よ
う、,まず,消 費行為 にお ける意思 決定 の側 面 を見ればBelk[1981]では,よ
りコス トをか け,よ り慎重に時問をか けて製品選択 を行 った製品の方が,消 費
者 のパー ソナ リテ ィに影 響 を及 ぼす とい う指摘 が なされ てい る、 またBur-
roughs[1996]において は衝動買い と言 う行為の背景 には。 モノが 自己に対 し
て 活力や 意味 を与 えて くれ る とい う要 因が存 在す る ことが指摘 され,ま た
DittmarandDrury[2000]において も衝動 買 いの要 因 として,自 らの容姿 と
アイデ ンティティの間題が取 り上 げられてお り,消 費者 のイメー ジ構築 とその
アイデ ンテ ィテ ィ形成は,製 品の意思決定段 階において も深 く関わ る行為であ
る と考'えられ よう。
また,購 買 後 の使 用過 程 に 関す る もの を見 る と,Myers[1985],Klein(},
Kleine呂ndAllen[19951,WallelldorfalldAmould[1988],BallandTasaki
[1992]などで は財 に対 して抱 く 「愛着」が,消 費者の 自己概念 の維 持や支持,
また 自己の感覚 に対 して重要で あ るとす る議論 が なされてい る、,また先述 の
Belk[1988]において は,モ ノが 自己の感覚 をよ り強 くす るため の行為 として,
所 有 物 の コ ン トロー ル と熟 練,創 造 や 知識 の習 得 な どが 提 示 され,Holt
[1995]は消費行為 を類型化す る中で,そ の1つ として,消 費者が消費 財 と自
らの自己概念を統合 してい くとい う側面をあげ,そ れは同化,創 造,私 化 とい
う3つ の行為 によって成 し遂 げられ るとしてい る。
こうした研究 は,よ り製品の所有 とアイデ ンテ ィテ ィ形成 に関わ る普遍的 な
議論 を目指す ものであ るといえるわ けだが,そ の一方で,消 費者 の 日常 におけ
る特殊 な消費行為 に目を向 け,そ こで の特別 な経験が 自己イメー ジの構築 とそ
の アイデ ンテ ィテ ィ形成 に寄与する とい う議論 もなされてい る,、例 えば,そ の
1つ として他者 に所有 を供す る贈与行動 があげ られ る。他者への贈 り物 は贈 り
手 にとって,ま た受 け手 にとって もその 自己定義や アイデ ンテ ィテ ィ形成 に影
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響す るとい うことがSchwartz[19671を始 め.Belk[1988]など様 々な研究 に
おい て指摘 され てい る。 さ らにMickandDemmos[1991)a],[1990b],Mlck,
DemossalldFaber[1992]は,自分 自身へ の贈 り物 ,す なわ ちセルフ ・ギフ ト
に着 目 し,そ れが 自己概念や 自尊心 を形成 ・維持す る とい うこ とを論 じてい る。
加 えて,ClaibomeandOzanne[1990]は,消費 の持つ 意味が 自己の創 造 に
影響を与える と指摘 し,家 の建築 を例 に して,カ ス タム ・メイ ドの製品 を創 り
出す過程 において,消 費者が能動的 に象徴 的意味 を創 り出す とい う議論を試み
てい る。そ こで は.自 ら も主体的 に関与す る住居の建設 とい う行為が オーナー
に とっての自己イメージや アイデ ンテ ィテ ィの創造 につ なが ると指摘 す るので
あ る,♪また,McAlexanderandSchouten[1989]は,自らの髪 型や,ま た そ
れ を変化 させ る ことが ア イデ ンテ ィティに も影響 す る ことを論 じ,さ らに
Schouten[1991b]は,美容 整形 とい う消費 は,別 の白分 を獲得す ることを意
味す ると し,自 らを変化 させ アイデ ンテ ィテ ィの再構 築す るために人は消費を
行 うと言 うことを指摘 している。
また有形財 の所 有 と言 うよ りも,無 形財の経験 が アイデ ンテ ィテ ィ形成 に関
わ るとい うことに着 目 した議論 もなされてい る。AmouldandPrice[1993]は,
急流下 りの経験 を取 り上 げ,そ こでの様々な挑戦 や技術 の向上や,危 険 を感 じ
それを乗 り越 える ことが.自 己 を成長させ,ま た白己の確信 をもた らす と し,
Dodson[1996]では,マ ウ ンテ ンバ イクの消 費を例 に,消 費 におけ る至高経
験 は,自 己概念や アイデ ンテ ィテ ィを強化 した り,ま たそれ を変化 させ るター
ニ ン グ ・ポ イン トとなる とい うことが論 じられてい る。 こう したいわゆ る レ
ジャー ・消 費 とアイデ ンテ ィテ ィの関係 について は,他 にもCelsl,RoseF塵τld
Leigh[1993]によって,ス カ イダイ ビングを例 に,高 い リスクを負 う消費行
為 によって,新 たな アイデ ンテ ィテ ィが創造 され るとい うことが指摘 され てい
る。 一 方。 よ り包括 的 に余暇 活動 とア イデ ンテ ィテ ィに着 目 したHaggard
alldWilhams[1992]は,バレー ボー ルや カヤ ック,ギ ター,チ ェスな どそれ
ぞれ の余暇活動 が 自己概念や 自己確認 にもた らす影響 の違 いについて述べてい
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る。 こうした研究 は 日常 とか け離れた経験が消費者 の自己 イメージの構築 とそ
の アイデ ンテ ィテ ィの形成 につ なが ることを示唆 した もので ある と言 えよう。
2)複 数の製品の消費行為 による自己 イメー ジの構築
ところで,実 際の我 々の生活 における消費は,こ うした単一 の製品の消費が
個 々に行われ るのではな く,様 々な製品を取揃 え,そ れ らを互 いに関連 させつ
つ行われてい るとい える。そ うした多様な製品の消費を前提 として,製 品 の取
り揃 え とい う行為 に着 目し,そ の消費者の アイデ ンティテ ィ形 成に もた らす意
味 につ いて もい くつかの議 論が見られ る。
た とえば,Sol6monandAssael[1987]は,「製 品星座」 とい う概念 を提起
し,製 品の機能 的側面で はな く,製 品の象徴的側面 において,次 節で 述べ るア
イデ ンテ ィテ ィ形成 にお ける社会的役割 の遂 行のた めに製品の取揃 えが重要に
なるこ とを論 じてい る。 また,McCracke11[1988]も「デ ィ ドロ統 一体」 「構
造的等価物」 とい った.製 品鼠座 と同 じ く文化 的に意味共鳴 し合 う製品群 に基
づいた消費の重 要性 を指摘 してお り,自 己の ライフス タイルと一貫 して合致す
る製品の取 り揃 えによ って,消 費者は 自己 イメー ジの一貫性 を維持 しようとす
ると言 うことがで きよ う。
また,Belk[1982],[エ988],[1995a],[1995b]は,こう した意 味で の取揃 え
とは異 な り,様 々なモ ノの 「蒐集」 とい う行為 に焦 点を当て,そ れが 自己を拡
張 し,他 者 よ りも独 自の存在 にす るの に貢献す るとしている。
この両者の議論 は,そ の背景 こそ異 なれ ど,消 費に よって 自己 イメー ジを構
築す るには,単 一の製品ではな く,様 々な製品の所有 ・利用に基づ いたlr々の




ところで,我 々は,モ ノを消費するのではなく,自 らが所属する集団や場所
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それ 自体が,自 己 イメー ジを構成 す る一要素 になることがある。そ うした,集
団や場所 とアイデ ンテ ィテ ィに関す る詳細 な議論については,消 費 との関連性
が薄い ため ここでは取 り扱わ ないが,社 会 にお ける集団の中には消費 によって
結 びつ けられた集団,ま たその紐帯 は消費ではな くとも個 々の消費様式 に大 き
な影響 を及ぼす 集団が存在 してお り,そ うした集団へ の所属が もつ意味 は,消
費 による自己イメー ジの構築 とアイデ ンテ ィテ ィの形成 を論ず る上で看過で き
ないであろ う。
た と えば,Peterson[1979]にお い て は,消 費 コ ミュニ テ ィや サ ブ カ ル
チ ャーの消費集団 において共有 される シンボルや意味は消費者個人の 自己を表
現 した り,ア イデンテ ィテ ィ形 成において重要 な意味を持 つ と指摘 されてお り,
ま たSolomonandAssael[1987]は,消費 者 が 所 属 す る 集 団 に お い て,
MagaroandAshbrook[19851のい う社会集団が もつパー ソナ リテ ィによって,
自己を定義する と言 うことを指摘 してい る。
他 に もバ イ ク,と りわ けハー レー の消 費 を と りあ げ たSchoutellandMc.
Alexander「1995」は,人 々は,サ ブ カルチ ャーの消費 を通 じて 自らを認 識す
る と してお り,同 様 の ことが,ス カイ ダイ ビン グの消 費 を例 にCelsi,Rose
alldLeigh[1993]でも指摘 されている。 またKing[1997]やDerbaix,Decrop
andCabossart[20{)2]では,ス ポー ツチー ムの消 費 を もとに,そ のひい きの
チームを応援す ることは,自 らの誇 りや 自己表現 を生み出す とい うことが 論 じ
られ てお り,こ うした ファン行為 も集 団が生み 出す 自己 イメー ジの構築 とアイ
デ ンテ ィティの形成の1つ の説明 として として杜会的 アイデ ンテ ィテ ィの議論
によって説明す る ことが で きよ う,,
こうしたある消費文化 によって結 びつ けられた集 団だ けで はな く,家 族や民
族 とい う面 での集団に着 目 し,例 えば,Valentille[1999]では家庭にお ける食
事 とい う行為,ま たFreilas[1997]では民族や 人種 におけ る衣服 の ス タイル
が アイデ ンティテ ィの形成 に影響 を与 える ことが指摘 され ている.ま たPhi1.
lips[2003]は食 物 とアイデ ンテ ィテ ィの関係 を論ず る中で,ベ ジ タリア ンや
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ベ ーガ ンとい った菜食主義が個人の アイデ ンテ ィテ ィとなるとい うこと,一 緒
の ものを食べた り,食 べ物 を分 け合 った りす ることが.家 族や 国家 とい う集団
に裏付 けられた アイデ ンテ ィテ ィ形成 につなが るとしている。
他 に も,こ う した集団へ の所属 とアイデ ンテ ィテ ィに対 してよ り理論的 アプ
ローチす る もの として,Reed[20Q2」やGrewal,MehtaandKardes[2000]ら
は,社 会的 アイデ ンテ ィテ ィ理論6ンを もとに,そ の理論 的アプローチを試み て
い る。
5自 己イメージの構築における消費の持つ文化的意昧の影響
ここまで,消 費者の自己イ メージは消 費によ っていか に して構築され るか と
い うことについて述べて きた。 しか し,こ うした 自己イ メー ジに影響 を もた ら
す消費 の意味 は,よ り本質的に とらえた とき,そ れは,人 々の価値観や習慣,
社 会通念 などの人間の行動 を方 向付 ける文化 とい う,消 費者個 人の意思で は動
か しが たい要 因によって規 定されてい るとも考 えられ る。
そ うした消費 における文化的意味 とい う側面か ら捉え ると,そ れは社会 にお
いて共 有された意味 とい う面 において,自 己 イ メー ジの構 築 とア イデ ンテ ィ
テ ィ形成をよ り容 易にす るとも書え るし,一・方で 自らが望む 自己 イメー ジ像 の
構築の阻害要因や変化 の契機 と もな るとも言 える。
McCracken[1986],[1988]は,この製品 ・消費 の文 化的意味 が 自己定義 に
用 い られ る ことを論 じ,さ らにMcCracke11[1989]では,有 名人 ・著 名人 に
文化 的意味が付与 され る態様 を論ず る中で,消 費者が 自己概念 を構築 ・創造す
る上で のそ う したセ レブ リテ ィの役割 が指摘 され てい る。 また先 に挙 げた,
S{)lomollandAssael[1987]にお ける製 品星座,McCracken[1988]のデ ィ ド
ロ統一体 構造 的等価物 とい う消費者 の取揃 え行動 を論ず る上で も,そ の取揃




こ うした,文 化的意味が消費に及ぼす影響が具体的 に述ぺ られた議論 として
は,McCmcken[1988]によって描かれた,哲 学者 デ ィドロが プ レゼ ン トされ
たナイ トガウンによって始まる 自らの消 費の変遷を論 じた ものが あげられ よ う。
他 に も,移 民 な どに よ る地 理的 移動 が もた らす文化 変容 の例 と してMehta
andBelk[1991]は,イン ドに住 む イ ン ド人 と,ア メ リカに移民 した イン ド人
との比較検 証を通 じて,移 民が アイデ ンテ ィティを再構築す る上で所有が重要
な役 割 を果 た して い るこ とを論 じてい る。 さ らにMaldolladoandTansuhaj
[1998],[1999]でも移民 によ る文化変容 プロセスにお ける消費の変化 と自己概
念に関わる議論が論 じている。
他 に も,WattansuwanandElliot[1999]は,タイにおけ る10代の仏 教徒 に
おけるア イデ ンテ ィテ ィの形 成 と象徴 的消費 とい う側面 に着 目し。執着 こそが
苦悩 の源泉であ るとい う仏教 の教 えの遵守 と自らの消費による 自己の構築 との



















年代頃か ら見られると言うことがで きる。当時,戦 後の高度成長期を経て得 ら
れた物質的な豊かさの充足感は,失われた自己の回復や自己実現という行動を








ために商品 ・サービスを購買,使用するmと指摘され,そ こでは,様 々な製品





て独 自のライフスタイル ・生き方を創造することによって.自 己イメージを構
7)塩田[1976],飽戸[19851。




12)こう した現代 の消 費 に おけ る製品 の取 揃 えや応 用 ・編 集 の重 要性 は消 費 者品 揃 え(田 村
[1996])や消費者の取揃え行動(来 住 〔19971),生産的消費者(星 野[19851)とい う語 ととも
に指摘 されている、
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築 し,ア イデ ンテ ィテ ィを形成 してい るとみ ることがで きる。
2)消 費者の アイデ ンテ ィテ ィ形成過程 にお ける自己 イメージ構築 と
現代 的課題
その ような視点か ら,現 代の消費者の アイデ ンテ ィテ ィ形成行動 をとらえ る
と、本節で議論 して きた既存の研 究は,現 代 の我が国 にお ける消費者 の アイデ
ンテ ィテ ィ形成を とらえ る上で ,次 のような限界 を持 つ と同時 に,以 下の示唆
を与 えて くれる。
これまでの消費 とアイデ ンテ ィテ ィに関わる議論 は,そ のほ とん どが単一の
製 品や サー ビスをその議論の対象 とした もので あった といえる。 しか し,先 に
あげた現代の消費の態様 と重 ね合 わせ た とき,確 かに一部の強力 なイ メー ジを
もつ ブラン ドな どにおいては,そ の単一の製品 ・ブ ラン ドが もつ イメー ジが 自
らの アイデ ンテ ィテ ィとして意味づ けられ ることもあろう。 しか し,既 述の通
り,今 日多 くの消費者 は単一の製品の持 つ イメージによっ七 アイデ ンティテ ィ
を構築す るので はな く,様 々な製品を取揃 え ・編集 し.使 い こな し創 り上げる
独 自の ライフス タイル ・生 き方 を自らのアイデンテ ィテ ィとしている とい う行
動 がみ られる、
確 か に,こ う した ア イデ ンテ ィテ ィ形成 におけ る取揃 え に着 目す る議論 は
Sol〔)monalldAssae1[1987]やMcCracken[1988]においてなされ ている こと
は既 に見た とお りであ る。 しか し,彼 らが意図 したのは.文 化的に一貰 したイ
メー ジを持 つモ ノの集合 によって形成 され る世界の構築で あ り
,現 代 の消費者
の ライ フスタイルの構築 によるアイデ ンテ ィテ ィ形成 をみた とき,そ こで は確
か に統一 された ライフス タイルの イメー ジとい う指摘は重要な示唆 を与 えて く
れ るものの,現 代 の消費者 の アイデ ンテ ィテ ィ形成をみ るとき,そ こで は単 に
文化的 に一貫 した製品の取揃 え とい う側面か らで はな く,自 らの創 意工 夫 に
よ って創 り上げ るライフスタイルの独 自性や ,ラ イフス タイルを創 り上げ るま
で の苦労や楽 しみ.挑 戦な どのプ ロセスとい った側面 もとらえね ばな らない
、、








と言 うことであろう。そして,そ こではまさしく十人十色 ともいうべ き多様な
価値観にもとづいたライフスタイルが牛まれていると言える.,





編集 し,いかなる行為や経験を通 じて自己イメージを構築するのか と言うこと




















己イメージの構築 という側面から取 りまとめてきた。次節においては,白己 ・
他者との相互作用 という,人とモノとの関係 というよりも,人 と人,消 費者と
消費者の関係 という側面から消費によるアイデンティテ ィ形成に関わる議論を
検討する。
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